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年金額アップのために年金額アップのために
追納制度をご利用ください！追納制度をご利用ください！

　国民年金保険料の免除、納付猶予、学生納付特
例を受けた期間などがあると、保険料を全額納め
たときに比べ、老齢基礎年金の受給額が少なくな
ります。
　将来受け取る年金額を満額に近づけたい場合、
上記の期間については10年以内であれば、追納
制度を利用して保険料をさかのぼって納めること
ができます。
※ 一部免除を受けた期間に、残りの納付すべき保
険料を納付していない場合は、追納できません

※ 老齢基礎年金受給者は制度をご利用いただけま
せん

※ 追納は免除などを受けた期間のうち、原則古い
期間の保険料から納めていただきます

※ 保険料の免除もしくは納付猶予を受けた期間の
翌年度から起算して、３年度目以降は、承認を
受けた当時の保険料に経過期間に応じた加算額
が上乗せされますので、お早目の追納をお勧め
します

問市民・環境・税務課（市役所１階）☎88－8102

年
金

県
へ
の
要
望
活
動
を
実
施

左から水上副市長、山岸市長、杉本知事、
田中県議会議員

　８月8日、山岸市長および関係部長が県庁
を訪れ、中学校再編に関する特別要望書と、
市が県に対して強く要望する内容をまとめた
要望書を提出しました。

特
別
要
望
事
項

◆
中
学
校
再
編
に
関
す
る
勝
山
高
校

と
の
「
中
高
併
設
・
連
携
」

最
重
要
要
望
事
項

◆
恐
竜
博
物
館
の
利
便
性
向
上

◆
広
域
的
な
雪
対
策
の
強
化

◆
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
福
井
勝
山
総
合
病
院
の

医
師
確
保

◆
奥
越
二
次
医
療
圏
内
の
看
護
師
確

保
◆
一
般
国
道
１
５
７
号
勝
山
市
〜
大

野
市
間
の
４
車
線
化

◆
主
要
地
方
道
篠
尾
勝
山
線
の
交
通

不
能
区
間
解
消

◆
一
級
河
川
大
蓮
寺
川
河
川
改
修
事

業
の
整
備
促
進
等

勝山の魅力を切り取った

2020勝山市公式カレンダー発売開始
価　格▶1,500円
販売場所▶勝山市役所
　ゆめおーれ勝山
　まほろば

ホームページからの
お申し込みはこちら

問 商工観光・ふるさと
創生課（市役所２階）
　☎88－8117
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第55回勝山市民総合文化祭　各種行事のご案内第55回勝山市民総合文化祭　各種行事のご案内
　「文化祭　更なる魅力　令和の時代（とき）」をテーマに各種大会や発表会、作品展示など各団体が
日頃の活動の成果を発表します。

行　

事　

名

と　
　
　

き

と
こ
ろ

勝
山
市
民
俳
句
大
会

10
月
13
日
㈰

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時

教
育
会
館

第
1
研
修
室

奥
越
特
別
支
援
学
校

作
品
展

11
月
11
日
㈪
〜
24
日
㈰

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

※
11
日
㈪
の
み
正
午
〜

教
育
会
館

1
階
ロ
ビ
ー

第
42
回
菊
花
展
示
会

10
月
28
日
㈪
〜
11
月
1
日
㈮

　

午
前
８
時
〜
午
後
９
時

勝
山

サ
ン
プ
ラ
ザ
前

第
11
回
恐
竜
を
描
こ
う
入

賞
作
品
展

10
月
26
日
㈯

　

午
後
1
時
〜
6
時

10
月
27
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

教
育
会
館

ホ
ー
ル

勝
山
市
小
・
中
学
校
児
童

生
徒
図
工
・
美
術
作
品
展

教
育
会
館

1
階
ロ
ビ
ー

市
民
子
ど
も
将
棋
大
会

10
月
26
日
㈯　

午
後
1
時
〜

（
受
付
）
午
後
０
時
30
分
〜

教
育
会
館

第
3
研
修
室

勝
山
市
小
・
中
学
校
児
童

生
徒
書
写
作
品
展

11
月
2
日
㈯
〜
11
月
5
日
㈫

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

※
4
日（
月
・
振
）は
休
館
日

※
5
日
㈫
は
午
後
7
時
ま
で

市
立
図
書
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー

ピ
ア
ノ
・
エ
レ
ク
ト
ー
ン

演
奏
会

11
月
2
日
㈯

　

午
後
3
時
〜

市
民
会
館

大
ホ
ー
ル

囲
碁
大
会

11
月
2
日
㈯

（
受
付
）
午
前
9
時
〜
9
時
30
分

教
育
会
館

け
や
き
の
間

劇
団
ド
ラ
ゴ
ン
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
公
演
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ア
イ
ム
ホ
ー
ム
・
た
だ

い
ま
」

11
月
10
日
㈰

（
開
演
）
午
後
2
時
〜

（
受
付
）
午
後
1
時
30
分
〜
2
時

市
民
会
館

大
ホ
ー
ル

恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク ジオパーク専門員　町　澄秋

現げ
ん
せ
い
じ
ん
る
い

生
人
類（
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
）は
、

約
20
万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
東
部
に
現
れ

た
と
い
う
の
が
20
年
来
の
通
説
で
し
た

が
、
2
0
1
7
年
に
発
表
さ
れ
た
2
件

の
論
文
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
30
万
年
前

に
さ
か
の
ぼ
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
2
件
の
論
文
は
、
モ
ロ
ッ
コ
で

発
見
さ
れ
た
5
体
の
頭
蓋
骨
や
骨
の
か

け
ら
、
狩
猟
や
食
肉
処
理
に
使
わ
れ
た

石
器
に
基
づ
く
も
の
で
し
た
。
ま
た
、

2
0
1
5
年
の
論
文
で
は
、
ケ
ニ
ア
で

最
古
の
石
器
（
3
3
0
万
年
前
）
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
未

知
の
ヒ
ト
属
（
最
古
の
ヒ
ト
属
の
化
石

は
2
8
0
万
年
前
）
も
し
く
は
ヒ
ト
属

が
出
現
す
る
前
の
ヒ
ト
亜
属
（
い
わ
ゆ

る
猿
人
）
も
石
器
を
使
っ
て
い
た
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。
最
古
の
現
生
人
類
と

石
器
の
発
見
は
、
ど
ち
ら
も
異
議
を
唱

え
る
研
究
者
が
い
る
た
め
、
完
全
に
は

決
着
し
て
は
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
ヒ

ト
が
二
足
歩
行
を
し
、自
由
に
両
手
（
前

肢
）
を
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、

早
い
段
階
か
ら
石
な
ど
の
道
具
を
使
っ

て
き
た
の
は
確
か
で
す
。

　

勝
山
で
も
旧
石
器
時
代
以
降
の
遺
跡

か
ら
石
器
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
多
く
は
、
溶
岩
が
固
ま
っ
て
で
き
た

火
山
岩
と
呼
ば
れ
る
岩
石
で
す
。
中
で

も
マ
グ
マ
が
噴
出
し
、
急
に
冷
え
固
ま

る
こ
と
に
よ
っ
て
で
き
た
ガ
ラ
ス
質
の

岩
石
が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
勝
山

で
は
、
約
70
万
年
前
に
法
恩
寺
火
山
が

ガ
ラ
ス
質
の
岩
石
を
つ
く
る
火
山
活
動

を
し
て
い
ま
し
た
。
実
際
に

こ
の
溶
岩
が
石
器
に
使
わ
れ

た
の
か
ど
う
か
は
、
研
究
の

余
地
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
各
地
を
歩

き
回
る
と
多
く
の
岩
石
が
石

柱
や
石
碑
、
墓
石
、
灯
籠
、
狛
犬
、
礎

石
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
、
外
国
産
の
岩
石
も
多
い
で
す
が
、

古
い
も
の
の
多
く
は
、
市
内
や
県
内
で

採
石
さ
れ
た
岩
石
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
淡
い
青
緑
色
の
笏
谷
石
は
有
名
ど

こ
ろ
で
す
ね
。
実
は
、
こ
の
岩
石
は
日

本
海
が
で
き
た
と
き
の
火
山
活
動
に

よ
っ
て
で
き
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
恐

竜
化
石
の
産
出
で
有
名
な
手
取
層
の
岩

石
（
砂
岩
）
も
灯
籠
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
と
ま
ち
な
か
や
平
泉
寺
白
山

神
社
を
歩
き
な
が
ら
、
石
材
に
も
目
を

向
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

歴
史
や
自
然
だ
け
で
な
く
、
そ
の
背
景

に
あ
る
大
地
の
活
動
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

問
ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課
（
市
役

所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
２
６

－第40回－　ヒトと石－第40回－　ヒトと石

平泉寺白山神社にある手
取層群の砂岩でできた灯
篭（左）と笏谷石でできた
狛犬（右）


